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十
一
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ぶ
り
に
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さ
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ウ
イ
グ
ル
人
留
学
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の
安
否
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
二
月
十
三
日
付
の
読
売
新
聞
に
、
中
国
で
国
家
分
裂
扇
動
罪
な
ど
に
問
わ
れ
、
十
一
年
間
服
役
し
、
同
月
十
日
出
所
し

た
ウ
イ
グ
ル
民
族
の
東
京
大
学
大
学
院
生
の
ト
フ
テ
ィ
ー
・
ト
ゥ
ニ
ヤ
ズ
氏
が
、
出
所
後
さ
い
た
ま
市
在
住
の
妻
ラ
ビ
ヤ
氏
に

電
話
で
、
「
北
京
で
仕
事
が
用
意
さ
れ
て
い
る
」
と
伝
え
て
い
た
こ
と
が
十
二
日
明
ら
か
に
な
っ
た
と
報
じ
る
記
事
（
以
下
、

「
読
売
記
事
一
」
と
い
う
。
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
月
十
四
日
付
の
同
新
聞
の
記
事
（
以
下
、
「
読
売
記
事
二
」

と
い
う
。
）
に
よ
る
と
、
二
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
た
日
中
外
相
会
談
（
以
下
、
「
外
相
会
談
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
中

曽
根
弘
文
外
務
大
臣
が
中
国
側
に
対
し
て
ト
フ
テ
ィ
ー
氏
の
日
本
へ
の
出
国
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

本
年
二
月
十
日
、
兒
玉
和
夫
外
務
報
道
官
は
、
ト
フ
テ
ィ
ー
氏
が
十
一
年
ぶ
り
に
釈
放
さ
れ
な
が
ら
も
、
未
だ
誰
と
も
会

え
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
き
、
外
務
省
と
し
て
情
報
を
有
し
て
い
る
か
と
の
質
問
に
対
し
、
「
こ
の
件
に
つ
い

て
は
、
今
私
の
と
こ
ろ
に
情
報
は
入
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
も
し
何
か
あ
れ
ば
確
認
し
て
お
答
え
し
ま
す
。
」
と
答
え
て

い
る
が
、
本
年
三
月
十
七
日
現
在
、
右
の
質
問
に
あ
る
内
容
は
じ
め
、
ト
フ
テ
ィ
ー
氏
の
中
国
に
お
け
る
身
柄
の
安
否
等
に

つ
い
て
何
ら
か
の
情
報
を
入
手
し
て
い
る
か
。

一



二

「
読
売
記
事
一
」
に
は
、
「
ラ
ビ
ヤ
さ
ん
に
よ
る
と
、
電
話
が
通
じ
た
の
は
十
日
深
夜
。
公
安
関
係
者
に
伴
わ
れ
て
新
疆

ウ
イ
グ
ル
自
治
区
中
部
ア
ク
ス
の
実
家
に
戻
っ
た
ト
フ
テ
ィ
ー
さ
ん
と
、
約
一
分
間
話
し
た
。
ト
フ
テ
ィ
ー
さ
ん
は
『
子
供

た
ち
は
元
気
か
。
共
産
党
の
お
陰
で
無
事
、
実
家
に
着
い
た
』
な
ど
と
話
し
た
と
い
う
。
ラ
ビ
ヤ
さ
ん
が
『
日
本
で
待
っ
て

い
る
か
ら
』
と
言
う
と
、
北
京
で
働
く
予
定
を
口
に
し
た
が
、
仕
事
内
容
に
つ
い
て
は
、
『
私
も
分
か
ら
な
い
』
と
語
っ

た
。
東
大
へ
の
復
学
の
意
思
を
確
認
す
る
前
に
、
電
話
は
切
れ
た
と
い
う
。
ラ
ビ
ヤ
さ
ん
は
『
監
視
者
が
い
て
、
言
い
た
い

こ
と
も
言
え
な
か
っ
た
の
だ
と
思
う
』
と
話
し
て
い
る
。
」
と
の
記
述
が
あ
る
が
、
ト
フ
テ
ィ
ー
氏
の
人
権
は
中
国
に
お
い

て
十
分
に
尊
重
さ
れ
て
い
る
と
外
務
省
は
認
識
し
て
い
る
か
。

三

二
〇
〇
六
年
一
月
三
十
一
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
四
第
九
号
）
で
は
「
政
府
と
し
て
は
、

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
は
中
華
人
民
共
和
国
の
自
治
区
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
中
華
人
民
共
和
国
政
府
は
、
同
自
治
区

に
お
い
て
、
テ
ロ
及
び
破
壊
行
為
を
防
止
す
る
措
置
を
強
化
し
て
い
る
旨
表
明
し
て
い
る
が
、
政
府
と
し
て
も
関
心
を
持
っ

て
注
目
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
現
時
点
で
外
務
省
は
、
中
国
政
府
に
よ
る
ウ
イ
グ
ル
民
族
主
義
者

に
対
す
る
弾
圧
強
化
に
対
し
、
ど
の
様
な
認
識
を
有
し
、
ま
た
政
府
と
し
て
ど
の
様
な
立
場
を
と
っ
て
い
る
の
か
説
明
さ
れ

た
い
。

二



四

ト
フ
テ
ィ
ー
氏
が
東
京
大
学
大
学
院
へ
の
復
学
を
希
望
し
た
場
合
、
政
府
と
し
て
ト
フ
テ
ィ
ー
氏
に
対
し
て
ど
の
様
な
協

力
を
す
る
考
え
で
い
る
か
。

五

「
読
売
記
事
二
」
に
は
、
「
外
相
会
談
」
に
お
い
て
中
曽
根
大
臣
が
「
家
族
の
も
と
に
帰
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」

と
、
ト
フ
テ
ィ
ー
氏
の
日
本
へ
の
出
国
を
求
め
た
と
の
記
述
が
あ
る
が
、
右
は
事
実
か
。

六

五
が
事
実
な
ら
、
中
曽
根
大
臣
の
要
請
に
対
し
、
中
国
側
の
誰
が
ど
の
様
な
回
答
を
し
た
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


